
　
世
界
に
冠
た
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー

を
擁
す
る「
車
の
ま
ち
」。

　

こ
れ
が
、豊
田
市
民
以
外
の
方
が

イ
メ
ー
ジ
す
る『
豊
田
』で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

で
も
、実
際
に
は
、広
大
な
森
林
、

清
ら
か
な
河
川
な
ど
の
自
然
環
境
が

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、脈
々
と
自

分
た
ち
で
暮
ら
し
を
作
り
上
げ
て
き

た
人
々
が
住
む
山
里
が
あ
り
ま
す
。

　

豊
田
市
に
は
そ
ん
な「
し
っ
か
り

田
舎
」が
あ
る
。山
村
へ
の
移
住
を
考

え
て
い
る
方
た
ち
に
、そ
の
事
実
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。お
い
で
ん
・

さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
は
、山
村
地
域

の
支
所
と
連
携
し
、移
住
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業「
豊
田
舎
移
住
計
画
」を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。左
側
に

あ
る
の
が
、今
回
の
た
め
に
新
し
く

作
成
し
た
ロ
ゴ
で
す
。『
田
』の
漢
字

を
豊
田
の
田
と
、田
舎
の
田
の
両
方

で
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
番
下
の
緑
の
部
分
に
は『
豊
田

市
に
は
し
っ
か
り
田
舎
が
あ
る
」と

謳
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、４
つ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
企
画
し
、８
月
か
ら
12
月
中

旬
に
か
け
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

①
イ
ベ
ン
ト
出
展

　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
を
利
用

し
て
、豊
田
市
の
山
村
部
に
移
り
住

ん
だ
方
の
前
住
所
を
調
査
し
て
み
た

と
こ
ろ
、豊
田
市
内
が
50
％
、県
内
他

市
40
％
、県
外
が
10
％
で
し
た
。こ
の

調
査
結
果
を
受
け
、名
古
屋
圏
の
方

を
中
心
に
、積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
上
の
写
真
は
、8
月
25
、26
日
に
名

駅
の
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
で
開
催
さ
れ

た「
第
２
回
地
方
の
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」

で
の
１
枚
で
す
。

　

過
去
、移
住
フ
ェ
ア
出
展
の
際
、

「
車
の
ま
ち
じ
ゃ
な
い
の
？
何
で
こ

こ
に
い
る
の
？
」と
、多
く
の
来
場
者

〒444-2424 豊田市足助町宮ノ後26-2（足助支所2階）
TEL：0565-62-0610（直通）　FAX：0565-62-0614
開所時間：午前８時３０分～午後５時（土日祝日・年末年始除く）

おいでん・さんそんセンター豊田市 企画政策部 企画課 
おいでん・さんそんセンター 検 索MAIL:sanson-center@city.toyota.aichi.jp

一般社団法人おいでん・さんそん法人化記念シンポジウム
一般社団法人おいでん・さんそんの法人化を記念して、シンポジウムを行います。メインと

なるのは、「内山節氏講演会ー結び合う社会と日本の未来ー勝ち組・負け組みのない社会」

皆さまのご参加を、心よりお待ちしております。

●日時：2017年9月13日（水）18:00~20:30●場所：足助交流館飯盛座（豊田市足助町蔵ノ前

16）●対象：どなたでも先着250名●参加費：無料●プログラム:17:30開場 18:00開会・あい

さつ 18:15基調講演「結び合う社会と日本の未来」～勝ち組、負け組のない社会へ～講師／

内山節（哲学者） 19:25パネルディスカッション コーディネーター／高野雅夫（名古屋大学

教授）パネラー／内山節／太田稔彦（豊田市長）／澁澤寿一（認定NPO共存の森ネットワー

ク理事長）／戸田育代（Iターン移住者）／鈴木辰吉（一社おいでん・さんそん代表理事）●申

込：チラシ裏面ご記入の上、FAX(0565-62-0614)に送信、またはHPより、専用申込フォームを

開いてご記入の上、送信ください。●問合：おいでん・さんそんセンター電話

0565-62-0610メールsanson-center@city.toyota.aichi.jp●主催：おいでん・さんそんセン

ター、豊田市

 

み
よ
し
市
出
身
、北
海
道
大
学
で
酪

農
を
学
ぶ
青
年
が
セ
ン
タ
ー
に
相
談

に
訪
れ
た
。豊
田
市
の
山
村
部
で「
山

地
酪
農
」を
や
り
た
い
の
だ
と
い
う
。

大
学
を
休
学
し
て
ス
イ
ス
に
留
学
、

復
学
卒
業
後「
山
地
酪
農
」の
先
駆

者
、岩
手
県
な
か
ほ
ら
牧
場
の
中
洞

正
氏
に
２
年
間
師
事
し
、５
年
後
に

豊
田
市
で
乳
牛
６
、７
頭
、牧
野
10

h
a
の
フ
ァ
ー
ム
を
開
業
す
る
ビ

セ
ン
タ
ー
長
の

ミ
ラ
イ
の
フ
ツ
ー
に

向
か
っ
て
！

センター長

鈴木辰吉

ジ
ョ
ン
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。本
気

で
あ
る
。

　

豊
か
な
日
本
の
山
を
生
か
し
た

「
山
地
酪
農
」は
、牛
の
健
康
、人
び
と

の
健
康
を
一
番
に
考
え
る
自
然
の
摂

理
に
か
な
っ
た
酪
農
で
、加
工
品
の

製
造
、直
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
、

大
規
模
集
約
型
の
酪
農
と
は
一
線
を

画
す
持
続
的
な
農
の
営
み
で
あ
る
と

い
う
。

　

セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
、Ｊ
Ａ
柴
田

組
合
長
、清
水
森
林
組
合
長
と
妄
想

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

2017
第5回

し
た「
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」を
彷
彿

と
さ
せ
た
。か
つ
て
の
農
山
村
は
、夏

は
農
、冬
は
森
に
入
り
、人
と
自
然
、

人
と
人
が
結
び
合
い
、地
域
の
資
源

を
余
す
こ
と
な
く
生
か
し
き
る
循
環

型
社
会
で
あ
っ
た
。農
と
林
の
リ
ン

ケ
ー
ジ
を
再
現
し
、こ
こ
に
小
水
力

発
電
や
薪
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
技

術
、電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
科
学

技
術
を
融
合
し
た
ミ
ラ
イ
の
理
想

郷
、エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
創
ろ
う
と
い
う

夢
の
構
想
だ
っ
た
。

忙
し
さ
に
か
ま
け
て
忘
れ
か
け
て
い

た
構
想
を
青
年
が
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
た
。こ
の
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

は
、「
山
地
酪
農
」と
そ
れ
に
人
生
を

か
け
る
青
年
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
不
可
欠

に
思
え
る
。青
年
が
修
行
を
終
え
て

こ
こ
に
戻
っ
て
く
る
ま
で
に
、も
う
一

度
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
を
練
り
直
し

て
み
た
い
と
思
う
。青
年
は
、志
を
果

た
し
に
、必
ず
こ
こ
に
戻
っ
て
来
る

だ
ろ
う
。

と
よ
た
の
い
な
か

哲学者・前立教大学大学院教授
NPO法人森づくりフォーラム代表理事

内山　節　氏
（うちやま　たかし）

1950年 東京都世田谷区生まれ

1970年頃から、東京と群馬県の山村・上野村との2重

生活をしている。

主な著書：

森にかよう道（1994年 新潮社　著作集収録）

「里」という思想（2005年 新潮社）

共同体の基礎理論（2010年 農文協　著作集収録）

内山節のローカリズム原論（2012年　農文協）

新・幸福論（2013年　新潮社）

19:25～　討論会　「持続可能な社会に向かって」

コーディネーター

高野雅夫氏

名古屋大学教授

パネラー

太田稔彦氏

豊田市長

パネラー

戸田育代氏

Ｉターン移住者

パネラー

内山節氏
哲学者
前立教大学
大学院教授

パネラー

澁澤寿一氏
認定NPO共存の森

ネットワーク理事長

パネラー

鈴木辰吉
（一社）おいでん・
さんそん代表理事

車だけじゃない。しっかり田舎がある豊田をＰＲ！
　

特集｜豊田舎移住計画がスタート

第2回地方の暮らしフェアの出展には、センタースタッフの他、地域支援課、支所の担当者、名古屋大学大学院国際開発研究科の留学生が参加し、にぎやかにＰＲした
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ち

や
ま



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、『
車
だ
け
っ

て
思
っ
て
た
!?
』と
ス
ト
レ
ー
ト
に

書
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、来
場
者

を
迎
え
ま
し
た
。2
日
間
を
通
し
て

ブ
ー
ス
に
は
、25
家
族
が
相
談
に
訪

れ
、そ
の
場
で
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

登
録
を
決
め
た
方
が
４
名
、空
き
家

登
録
情
報
を
見
て
、見
学
を
し
た
い

と
言
う
方
も
い
ま
し
た
。

　

物
販
ブ
ー
ス
で
は
、お
菓
子
や
鮎

の
加
工
品
な

ど
豊
田
市
の

産
品
を
販

売
。試
食
タ

イ
ム
で
は
、

い
の
し
し
ハ

ム
や
地
酒
を

提
供
し
、

『
し
っ
か
り
田
舎
の
食
の
魅
力
』を
十

分
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

②
ポ
ス
タ
ー
の
制
作

　

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し

た
。コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
真
ん

中
に
置
き
、豊
田
の
田
舎
に
暮
ら
す

方
々
の
表
情
が
わ
か
る
写
真
を
10
点

周
り
に
配
置
し
て
い
ま
す
。撮
影
は
、

佐
伯
朋
美
さ
ん
。足
助
地
区
に
移
住

し
た
ば
か
り
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
で

す
。豊
田
市
内
の
支
所
、交
流
館
、山

村
地
域
の
各
集
会
所
の
他
、名
古
屋

市
内
の
公
共
施
設
等
に
も
掲
示
を
す

る
予
定
で
す
。

　

③
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
制
作

　

豊
田
市
に
は
、『
し
っ
か
り
田
舎
』

が
あ
る
こ
と
を
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
、

伝
統
、食
、昆
虫
、妖
怪
な
ど
様
々
な

切
り
口
か
ら
表
現
す
る
冊
子
を
作
成

し
て
い
ま
す
。ペ
ー
ジ
を
担
当
す
る

の
は
、昨
年
度
に
中
山
間
地
在
住
職

員
と
し
て
、旭
、足
助
、、稲
武
、小
原
、

下
山
の
各
地
区
に
配
属
さ
れ
た
6

名
。企
画
段
階
か
ら
お
い
で
ん・さ
ん

そ
ん
セ
ン
タ
ー
と
共
働
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。プ
ロ
ラ
イ
タ
ー
か
ら
、取

材
の
コ
ツ
と
書
き
方
に
つ
い
て
学

び
、８
月
の
下
旬
か
ら
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
撮
影
が
順
調
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。完
成
予
定
は
10
月
中
旬

頃
。32
ペ
ー
ジ
、１
０
０
０
部
の
印
刷

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

④
い
な
か
暮
ら
し
博
覧
会
の

　

開
催

　

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に

実
際
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

「農山村の“ほんもの”の体験」
セカンドスクール・夏フリー版４プログラムを開催

REPORT

　7月31日（月）、おいでん・さんそんセン
ター森林部会が主催する『伐採からはじめ

る原木しいたけ栽培研
修』の説明会を、築羽
会館（槙本町）とその近
くの雑木林で開催しま
した。講師は下山地区
で35年以上しいたけ栽
培に携わる近藤一義さ

ん。年々減少する原木しいたけ生産者の育
成と、生活資源として利用されなくなった里
山林の活用を目指して企画しました。
　しいたけ栽培を生業のひとつにしたい
人、森の恵みで豊かな暮らしをつくりたいU
･Iターン者向けに募集をしたところ、名古屋
市・豊田市内などから10人の希望者が参加
いただきました。また、協力を得ている森林
組合職員の方々も応援に駆けつけてくださ

REPORT

里山林の活用を目指して企画

下山
　  し も や ま    

http://www.oiden-sanson.com  【8・9月合併号　2017.９.１発行】

ＰＲポスター

旭
あ さ ひ    

企
画
し
た
の
が『
い
な
か
暮
ら
し
博

覧
会
』。「
し
っ
か
り
田
舎
で
体
験
す

る
私
ら
し
い
く
ら
し・し
ご
と・あ
そ

び
」を
テ
ー
マ
に
し
た
全
21
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
豊
田
市
で
は
、『
と
よ
た
ま
ち
さ
と

ミ
ラ
イ
塾
』の
開
催
が
決
定
し
、里

山
、食
と
農
、歴
史
、産
業
な
ど
に
関

す
る
様
々
な
体
験
が
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
、都
市
部
、山
村
部
を
問
わ
ず

に
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、『
い
な

か
暮
ら
し
博
覧
会
』は
、田
舎
へ
の
移

住
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
束
ね

て
開
催
す
る
こ
と
で
、移
住
希
望
者

の
注
目
を
集
め
る
こ
と
を
狙
っ
て
い

ま
す
。

　

全
21
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、８

つ
は
、山
村
部
の
各
支
所
が
企
画
し

て
い
ま
す
。「
田
舎
に
お
い
で
ん『
住

む
と
こ
大
見
学
会
！
』」で
は
、レ
ト

ロ
バ
ス
で
空
き
家
を
巡
っ
た
り
、「
い

な
ぶ
de
子
育
て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、稲
武
地
区
の
子
育
て
グ
ル
ー

プ
の
話
が
聞
け
ま
す
。

　

ま
た
、実
際
に
山
村
地
域
に
移
住

し
た
当
事
者
が
企
画
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、「
て
く
て

く
の
庭
で
二
羽
ニ
ワ
ト
リ
を
さ
ば
い

て
食
べ
よ
う
の
会
」は
、旭
地
区
で
農

業
と
養
鶏
を
営
む
方
が
企
画
。「
一
風

変
わ
っ
た
薪
ス
ト
ー
ブ
の
取
付
見
学

＆
暖
か
さ
体
験
」は
、足
助
地
区
で
薪

ス
ト
ー
ブ
販
売
を
す
る
方
が
企
画
し

て
い
ま
す
。体
験
は
も
と
よ
り
、移
住

者
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
、魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
、10
月
9
日（
月
）か

ら
、12
月
10
日（
日
）。申
込
み
の
受
付

開
始
は
、公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、９

月
19
日（
火
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。お

知
り
合
い
の
方
、都
市
部
に
住
む
ご

家
族
な
ど
に
も
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。（
木
浦
幸
加
）

『伐採からはじめる原木しいたけ栽培研修』説明会開催

　8月7日(月)～9日（水）、8月15日(火)～18日
（金）「セカンドスクール2017夏フリー版」の
４プログラムが、開催されました。
  豊田市では子どもの農山村体験をセカン
ドスクールという形で実施し、「夏フリー版」
は、学校が夏休みの日に、希望する子どもた
ちが農山村体験を行う取組みとして、おい
でん・さんそんセンターのセカンドスクール
部会が開催しています。
　期間中に2回開催された「山っ子くらぶ」
は、旭地区の福蔵寺を拠点とし、ブナの原生
林歩きやドラム缶風呂など、山の生活を活

かしたさまざまな企画が行われまし
た。7～9日は20人、15～17日は18人
の子どもたちが参加し、子どもたち自
身が遊び方から話し合って決めるな
ど、ひとりひとりがしっかり考えのびの
び遊んだ3日間が過ごせたようでし
た。12人のスタッフの方や周辺に暮ら
すご家族のみなさんも参加し、ケンカ
もしながら大家族のように遊び、にぎ
やかに活動していました。この様子か

ら、セカンドスクールが、子どもたちが「農山
村のほんものの体験」をする機会というば
かりではなく、世代を超えて共に時間を過ご
すことが、ひとりひとりにとって得難い機会
となり、地域や子どもたちに元気をもたらし
ているように感じました。
　また、8/7～9に開催を予定していた豊田
高専主催の旭地区笹戸町での「みんなでつ
くろう！ドミタウン」では、8、9日は14人が参
加、台風の影響で中止となった初日7日に参
加を予定していた子どもたちも、11人が9日
に参加し、学生32人、教職員11人と、寮生活

の体験や里山散策、ダンボールで組んだ椅
子の製作などの体験を行いました。真剣な
表情で集中して制作する様子は、ものづくり
への熱意の高さがうかがえ、多分野に渡る
人との交流が、子どもたちに様々な可能性
を生んでいるようにも感じました。
　8/7～9に稲武地区で行われた「山のこど
もになる！3日間」では、20人の子どもたちが
参加し、虫とりに熱中した後、虫の先生のお
話を聞いたり、それぞれの農家さんのお宅
で野菜の出荷のお手伝いをしたり、動物と
触れ合ったり、3日間めいっぱい農家体験し
て帰っていきました。
　8/16～18、旭地区の農家民宿ちんちゃん
亭で行われた「あさひ山里ぼうけん遊び隊」
は、子どもたちが思い思いに過ごすことを大
切にされているプログラムです。ピアノを弾
く子、料理したい子、虫を捕まえたい子、13
人の子どもたちと8人のスタッフが、「自由」
と「平等」の主旨のもと、何をしてもいいし何
もしなくてもいい、そういった環境をつくる
ことで、子どもたちの心が解放される時間を
つくられて
い まし た 。

（田中敦子）

説明会の様子

物販ブース（撮影/佐伯朋美さん）

ブースで相談に応じる様子（撮影/佐伯朋美さん）

す
ず
き
　
よ
し
あ
き

  全域
ぜ ん い き  

いました。研修は約１年間で全６回（計13
日）。8月25日から、１人当たりホダ木100本
分のしいたけをつくることを目標に実習し
ていきます。（坂部）

※開催日が「日程調節中」のプ
ログラムは、決定次第公式We

bサイトにて発表致します。また
、集合場所や参加費などの詳細

情報も、公式Webサイトをご参
照ください。

プログラムタイトル
開催日 開催場所

レトロバスで巡る田舎暮ら
しの探検イベントに行って

みまい！

田舎においでん「住むとこ大
見学会！」

10/22（日）

田舎暮らしのミニ体験コー
ス

11/5（日）
大人も子どもも田舎でしか

できないことをやってみま
い！inあさひ

いなぶｄｅ子育てシュミレー
ション

10/9（月）
ミステリ－ツア－に参加して

稲武の子育てをのぞいてみ
よう！

稲武女性移住者を訪ねて。
お宅訪問＆空き家見学

11/25（土）
稲武のマイホ－ムで語る。定

住のアレコレ本音ト―ク！

下山に住もう♪田舎暮らしの
先輩との本音座談会

10/28（土）
ハイジの世界？空き家利用

者お宅訪問＆空き家巡り！

小原暮らしの知っとく座談会
と農作物の収穫体験

11/4（土）
四季桜咲く秋の小原で「暮

らし」と「実り」のおすそ分け

足助移住の先進地、暮らし
の達人の宝庫、冷田地区の

魅力を紹介

田舎暮らしってどんなかんじ
？（冷田学区編）

10/29（日）
11/19（日）

Ｕターン増加で小学生児童
数増加の新盛地区の魅力

を紹介

田舎暮らしってどんなかんじ
？（新盛学区編）

10/21（土）
12/10(日)

古民家リノベーションの苦労
をすべて見せます!!

12/4（月）
ジビエカフェ、オープンまで

の道のり～鹿カレーランチ
付き～

一風変わった薪ストーブの
取付見学＆暖かさ体験

日程調整中
「極暖・安価・つけやすい

」薪ストーブを見て、体感し
ませんか？

お山のお菓子工房でおやつ
作り体験と交流会

12/7(木)
里山暮らしや農家のお話も

聞けちゃうよ♪

お肉の自給をしてみよう。買
わない暮らし「いただきます

」

てくてくの庭で二羽ニワトリ
をさばいて食べようの会

11/17（金）

「ヒトトキ-人と木-」で秋の
酵素づくり

10/26（木）
「食べること」は「生きるこ

と」。季節の植物で酵素を手
づくりしましょう。

いなぶであそぼう！お山の冒
険遊び場プレイパーク

日程調整中
参加者みんながプレイパー

クの作り手です。

あなたもできる！農家民宿の
女将とだんな体験

11/4・11/11
12/2・12/9（土）おもしろい人がむこうから

会いにきてくれるステキなお
仕事

島建築研究所で里山暮しを
考える家づくりカフェ

10/15～12/10
の毎日曜日里山暮らしを実現するため

の家づくりノウハウを、ナビ
ゲイトします。

ぼくたちの秘密基地で遊ぼ
う！

新米を食べて森に入ってツ
リーハウスをつくろう

10/22（日）

あれもこれもやってみたい
プログラムを皆でブレーン

ストーミング!!

矢作川源流域、根羽村のホ
ンモノ田舎暮らし体験

10/15（日）

地域産の広葉樹や間伐材
を使ってスツールなどを作

ります

樹木を使ったオリジナル木
工教室（スツール・椅子）

12/3（日）

森女、森寿さん…誰でも山
に連れてこい！自然観察・林

業体験も。

足助きこり塾、自分の暮らし
は自分でつくる。

10/14（土）
11/26（日）

自動車シート工場でペンケ
ース作りを楽しもう♪

11/18（土）
バスで行ける！稲武で親子

ものづくり体験 地元食材の
ランチ付
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豊田市の田舎暮らし総合窓口 愛知県豊田市足助町宮ノ後 26-2 足助支所 2 階  Tel .0565-62-0610  ［   検索］

ライター講座（撮影/佐伯朋美さん）

あさひ山里ぼうけん遊び隊

いなか暮らし博覧会公式Webサイト
https://toyota-inaka.com/


